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それぞれの決意を新たにそれぞれの決意を新たに！！
～町民の付託を受けた８人～町民の付託を受けた８人～～

就
任
あ
い
さ

就
任
あ
い
さ
つつ

議

長

稲

葉

昭

宏

こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
、
町
民
の
皆

さ
ま
か
ら
私
た
ち
８
人
に
議
会
で
の
活
動
の
場

を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
か
ら
議
員
定
数
が
８
人
と
な
り
、
ま
た

去
る
初
議
会
で
は
議
長
と
い
う
要
職
に
就
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
責
任
の
重
大
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
今
の
経
済
情
勢
は
依
然
と
し
て
不
安
定

で
、
町
政
に
お
い
て
も
諸
問
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
将
来
に
夢
と
希
望
が
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
す
決

意
で
あ
り
ま
す
。

町
議
会
と
し
て
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に

応
え
、
そ
の
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
た
め

に
は
、「
議
会
力
の
向
上
」
を
め
ざ
し
、
公
平

で
公
正
な
活
力
あ
る
議
会
運
営
を
行
っ
て
い
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。



議会だより まつざき 平成２７年５月１４日 （２）

議会構成

第１８回統一地方選挙後、初の議会（平成２７年第３回臨時会）が５月１日に
開催され、議長・副議長選挙のほか、総務常任委員会などの議会構成が決ま
り、松崎町の最高意思決定機関としての新しい体制が整いました。
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私のひとこと

私私
の
ひ
と
こ

私
の
ひ
と
こ
とと

～
新
議
員

決
意
を
述
べ
る

～
新
議
員

決
意
を
述
べ
る
～～

多くの町民の信託を受

けたことに大きな責任を

感じ、初心を忘れず、町

民の声を行政に、議会に

伝えたいと思います。

元気で笑顔に溢れた活

力のあるまちづくりを皆

さまとともに考え活動す

る決意であります。

町議選で私に寄せられ

た松崎の方々の声は「若

い力」に対する大きな期

待だと思います。一人で

も多くの方の思いを議会

に届け、それを前に進め

るために毎日一生懸命頑

張ります。

② 渡辺 文彦
１期 昭和２８年生まれ
（峰 仕出し業）

① 伴 高志
１期 昭和５２年生まれ
（那賀 農業）

町は、人口減による税

収減、そして国の借金事

情からくるであろう地方

交付税減少に備える必要

がある。行政・議会は人々

の痛みを想像し、問題解

決しようとしているのか。

真実は現場に宿っているの

である。

③ 長嶋 精一
１期 昭和２５年生まれ
（岩地 民宿業）

議会力、議員資質の低

下が叫ばれています。議

員ひとりひとりが責任感

と判断力、実行力を持っ

て、今何をすべきか、現

状と課題を見つめ、未来

を見つめた議会運営を行

い町民の期待に応えなけ

ればならない。

④ 藤井 要
２期 昭和２６年生まれ
（那賀 団体役員）

「初心を忘れず」

町民ひとりひとりの声

に常に耳を傾け、日々前

進したいと考えています。

町の抱える諸課題に対し

て、是々非々の姿勢で今

までの経験を糧に、初心

を忘れることなく努力し

ていきます。

⑥ 佐藤 作行
２期 昭和２２年生まれ

（峰 農業）

人口減少問題、超少子

高齢化、地域経済の疲弊

による雇用・生活不安さ

らに医療・介護不安等々。

今日ほど真剣に政治が問

われている時はないかと

思います。皆さまの声が

議会に十二分に反映され

るよう努めてまいります。

⑤ 福本 栄一郎
２期 昭和２３年生まれ
（宮内 農業）

「町民の行政に」

町民の福祉向上に、行

政経験を生かすとともに、

議会人としての役割を果

たし、今、町にとって何

をすべきか自覚し、住み

よい町づくりに努めてま

いります。

⑦ 土屋 清武
２期 昭和１６年生まれ
（雲見 民宿業）

選挙を終え、一票の重

さを改めて痛感しました。

一票に込められた皆さま

の激励、期待、そして周

囲の人たちの助言。これ

からの４年間、この重さ

を忘れずに議会活動に粘

り強く取り組んでいきま

す。

⑧ 稲葉 昭宏（議長）
６期 昭和１７年生まれ
（中区 会社役員）
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議
会
が
開
か
れ
る
議
場
に

は
傍
聴
席
が
あ
り
、
ど
な
た

で
も
議
会
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
は

傍
聴
席
入
り
口
に
あ
る
受
付

簿
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を

記
入
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
傍
聴
席
へ
の
カ
メ

ラ
や
録
音
機
な
ど
の
持
ち
込

み
、
飲
食
な
ど
禁
止
さ
れ
て

い
る
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

松
崎
町
議
会
で
は
、
昨
年

か
ら
年
４
回
（
３
・
６
・
９
・

月
）
の
議
会
定
例
会
と
、

１２そ
れ
以
外
に
開
催
さ
れ
る
臨

時
会
で
の
議
場
の
様
子
を
、

生
中
継
で
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

中
継
を
視
聴
で
き
る
場
所

は
、
役
場
玄
関
左
側
（
窓
口

税
務
課
前
）
と
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
の
２
カ
所
で
、

イ
ン
チ
の
中
継
用
テ
レ
ビ

４０モ
ニ
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
継
す
る
時
間
は
、
開
会

時
間
（
午
前
９
時
）
の
５
分

前
か
ら
閉
会
（
午
後
４
時
頃
）

ま
で
で
、
途
中
、
昼
休
憩
な

ど
で
中
断
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

議
場
の
様
子
は
、
中
継
用

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご
覧

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
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編

集

後

記

４
月
の
町
議
選
を
受
け
て
、

広
報
編
集
委
員
会
が
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

議
会
広
報
誌
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
議
会
活
動
の
実
態

を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
公
開

の
場
で
す
。

私
た
ち
広
報
編
集
委
員
は
、

一
致
協
力
し
て
見
や
す
く
分

か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
広
報
誌
に
な
る
よ
う
、
今

後
と
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
何
と
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
中
継

議
会
中
継
をを

ご
覧
く
だ
さ

ご
覧
く
だ
さ
いい

議
会
を
傍
聴
し
て

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん

み
ま
せ
ん
かか

そ
の
他
臨
時
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

当
局
か
ら
次
の
４
議
案
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎◎
専
決
処
分
の
承
認
（
松
崎
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
松
崎
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
））

ふ
る
さ
と
納
税
の
税
額
控
除
拡
充
や
軽
自
動
車
税

の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
な
ど
地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
伴
う
も
の
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
松
崎
町
国
民
健
康
保
険
税
条

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
松
崎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例例

の
一
部
改
正

の
一
部
改
正
））

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
所
得
算
定
見
直
し

な
ど
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
松
崎
町
国
民
健
康
保
険
条
例

◎
専
決
処
分
の
承
認
（
松
崎
町
国
民
健
康
保
険
条
例
のの

一
部
改
正

一
部
改
正
））

国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
番
号
の

改
正
。

◎
松
崎
町
立
幼
稚
園
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
改

◎
松
崎
町
立
幼
稚
園
授
業
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
改
正正

子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
授
業

料
減
免
対
象
の
内
容
を
拡
充
す
る
も
の
。

６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
の
定
例
会
は
、

６
月
９
日
（
火
）
か
ら
の
予
定

で
す
。


